
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秦野養護学校の教育についてのアンケートの結果から          教頭  清水武彦 

12月にお願いをしました、「秦野養護学校の教育についてのアンケート」を集計し、整理した内容を以下にま

とめてあります。 

お読みいただく中で、忌憚のないご意見をいただけたらと思います。 

○ 集計結果からは、肯定的回答（ＡＢ選択度）が平均で、保護者の方は 87.5％と 90％には届きませんでし

たが、概ね高い肯定感を持っていただいているのではないかと感じています。 

○ 一方で、「児童生徒の人権に対する配慮が適切に行われている」「卒業の生活 

を見据えた相談や情報提供の機会が適切に設けられている」「必要に応じて関係 

機関とも連携した相談活動が適切に行われている」については、複数の保護者 

の方から「Ｄ＝まったくできていない」の厳しい評価をいただいたものもあり 

ます。 

○ また、24年度から改善目標を掲げてきた、保護者の回答率について、平成 

27年度は昨年度の83％から78.5％と4.5％ 

のマイナスになり、回収率を維持することがで

きませんでした。回収率を維持、高めるためには、もっと学校に関心をもっ

てもらう、魅力ある学校作りをしていかなければならないという保護者の方

からのメッセージとして受け止めております。 

○ こうした保護者の方からのご意見、メッセージを真摯に受け止め、次年度 

 以降の課題として、これまで以上に、児童生徒の人格を尊重し、保護者の願 

い、児童生徒の気持ちを大切にしながら、関わりや支援を心がけるよう努め 

て参ります。 

 

部門 保護者 教員 

Ａ 90.7% 85.0% 

Ｂ 87.0% 89.3% 

Ｃ 96.0% 91.7% 

Ｄ 78.4% 78.9% 

Ｅ 85.5% 94.6% 

平均 87.5% 87.9% 部門 配付 回収 回収率 

Ａ 9 7 77.8% 

Ｂ 19 10 52.6% 

Ｃ 26 26 100.0% 

Ｄ 20 9 45.0% 

Ｅ 33 32 97.0% 

合計 107 84 78.5% 

秦野養護学校           

学校だより 
春は名のみの 

校長 鈴木正一   

二月になり、一年で一番気温の低い時期を迎えました。冷え込んだ朝には空気がキンと張りつめたよう

で、澄み切った青空を背景に化粧をした富士山をくっきりと望むことができます。校庭を歩くと一面真っ

白。霜柱が高く背伸びをしています。もったいないような気持ちもありますが、好奇心にはかないません。

霜柱の上を歩きたくなって足を載せてしまいます。ザク、ザク、ザク。音と足の裏の感触を楽しみます。

一日の始まり、身が引きしまる思いです。 

さて、二月の朝会では子どもたちにこんな風に語りかけました。 

『廊下のあちこちにみなさんの書初め作品が飾られていました。どれもこれも素晴らしい作品ですね。力

強く、半紙いっぱいに書かれています。みなさん一人ひとりが精一杯力を込めて取り組んだことが分かり

ます。「新たな決意」「届かない夢はない」「日々努力」「有言実行」。どれもこれも、今年はこういう一年

にしたいというみなさんの「決意」と「願い」を込めたまっすぐな 

ことばですね。しっかり受け止めました。「夢の実現」に向けて力を 

発揮していきましょう。』 

 子どもたちのことばや姿から、私たち大人はたくさんの力をもらっ 

ています。ありがとう。みなさんのことばや姿を真摯に受け止め、み 

なさんが十分に力を発揮できるように、今日もしっかり努めます。 

今このとき、一日一日を大切にして。 

*編集部連絡先* 

〒257-0025  秦野市落合500 

TEL 0463(81)1429  FAX  0463(83)4118 
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Ｃ部門 
２月現在、かもめ学級には１２名の子どもた

ちがいて、仲良く過ごしています。先日、低学

年児童３人が、カタカナのしり取り遊びをしま

した。言葉に詰まるとヒントを出してくれる子

がいたり、「坊主めくり」のゲームでも他の子

のために、坊主に当たらないようお願いをした

りする子もいます。 

退院しても、かもめ学級を懐かしんで、よく

遊びに来てくれます。病気が回復していく子ど

もたちを見て、明るい気持ちになります。 

Ｂ部門 
節分は日本の文化ですが芸術でもあります！ 

色をつけた豆を大きな紙の上にパラパラ撒い

て、共同作品制作中です 

 

Ｄ部門 
 

２月９日火曜日は 

基礎１クラスの校外学習でした。 

目的地は「はだのクリーンセンター」でした。大き

な建物の中ではごみの山を均す（ならす）巨大なクレ

ーンが働いていました。まるで生きているような動き

でごみをつかんだり落としたりする様子に目が釘付

けになりました。別の場所ではごみの収集車が入って

きて機械音とともに後ろが開きごみを下していまし

た。そこでも興味深いまなざしで見守る子供たちを見

ることができました。最後は外に廻り、高い煙突の前

で記念撮影しました。 

楽しい時間を過ごせましたが、インフルエンザで一

人参加できなかったのはとても残念でした。次回は全

員で行けますように！ 

Ｅ部門 
2月16日（火）に卒業遠足で横浜に行ってき

ました。前日には雪が降り、天気が心配でした

が、当日はすっきり晴れてランドマークタワー

の展望室からの眺めはとてもきれいでした。横

浜大世界「トリックアートミュージアム」では

不思議な絵がたくさんあってみんなで盛り上

がりました！お昼はバイキングで好きなもの

を好きなだけ食べてお腹いっぱいになりまし

た。シーバスでの移動も気持ちよかったです。

高校最後の遠足、思う存分楽しめました。 

Ａ部門 
２月１５日(月)～１９日(金)は、今

年度２回目の「エコキャップ回収

強化週間」でした。今回は得意の

ポスター＆校内放送で回収を呼び

掛けました。写真はA部門で回収

した集計結果です。これにE部門

で集計した数が合わさると…？一

体いくつ集まったのか…？結果が

気になる方は、児童生徒昇降口の

掲示をご覧ください♪ 

 


